
日本基督教団 八ヶ岳教会 主日礼拝  NO.1210  2022 年 2 月 13 日 10:30~ 

牧師  山本護        司式  辻りち子     奏楽  山本恵美   ※讃美歌は二番までうたいます                                                                     

前  奏 黙想 

讃 美 歌  66 聖なる、聖なる、聖なるかな 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書  創世記 1:31 

       ヨハネの手紙一 4:9~10 

讃 美 歌 404 やまじこえて 

説  教  『 すべて良し 』 

祈  禱 

讃 美 歌  279 世のほこる 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 541 父、み子、みたまの 

祝  禱   後  奏        

「神はお造りになったすべてのものを御覧になった。見よ、それは極めて良かった。夕べがあり、

朝があった。第六の日である(創世 1:31)」。創世記 1 章の創造物語、「神は言われた」という言葉がく

り返され、一日毎に「夕べがあり、朝があった」と区切られる。とりわけ第六日は人間の創造で(1:27)、

生きるに不可欠な動植物も語られている。第五日までは「神はこれを見て、良しとされた」結末だが、

第六日では「見よ、それは極めて良かった(1:31)」と強調されている。「神は言われた(1:29)」がゆえ

に私たちも、その「言(ﾖﾊﾈ 1:1~4)」によって創造されたと自覚する。私たちすべてが「極めて良い」。 

現代の温暖化による激甚災害は、人間活動のせいか、それも含めて創造の範囲なのか、決める度合

いは恣意的になる。数千数万年単位で見れば、かつての温暖化では恐竜が闊歩し、氷河期に繁栄した

異形の哺乳類もいた。20 万年程度の人間の歴史でさえ、絵画や記号が現れるのはごく手前からだ。創

世記は太陽や月星の創造も語るので(創世 1:16~18)、想像する時の単位を拡げたり縮めたり、忙しい。 

神は御自分が創造された物を「すべて良し」とされた。それでは貝や烏賊(ﾚﾋﾞ 11:10)、昆虫(11:20)

や爬虫類(11:29)、反芻しない動物(11:26)はどうなのか。律法は、神が「すべて良し」とされたはずの

被造物を、綿密に汚れと清さで分ける(11:46~47)。そればかりか個々人も、汚れと清さに分けられる。 

私たちにもそうした感覚はあるのか。昆虫だとゴキブリは無臭だが「汚れている」と感じて触れた

くない。カブトムシには独特のニオイがあり捕らえると脚爪が痛いが、夏の晩に飛んで来れば嬉しい。

また私は根が保守的で、野生動物のジビエ料理や山梨の昆虫食ヘボ(地蜂の幼虫)など、試す以前から

拒絶感がある。東南アジアの市場に山盛りで売られているタガメやコオロギもだめだった。つまりイ

スラエルの民ばかりでなく私たちも、刷り込まれた価値体系に感覚レベルの深さで縛られている。 

イエスは「外から人の体に入るもので人を汚すものは何もない(ﾏﾙｺ 7:15)」と言った。なぜなら食べ

物は「人の心の中に入るのではなく、腹の中に入り、そして外に出される。こうして、すべての食べ

物は清められる(7:19)」からだ。律法によって汚れや清め、滅びや救いなどがいわば「善悪表」とし

て決められていた。そんな中でイエスは、神が原初に「すべて良し」としたものを、真っ直ぐ「良し」

とされた。イエスというキリストは、小川が集まって旧約的な川になる以前の、創造の源流からやっ

て来られた方。「すべて良し」は一見甘いがその実、源流の清冽さは極めて厳しいものでもある。 

「すべて良し」を真実とするために、イエスは「人から出て来るものこそ、人を汚す。中から、つ

まり人間の心から、悪い思いが出て来る(7:20~21)」と語った。イエスは人間の実像をえぐり、その上

で人間を「すべて良し」とされた。教会が救いの「善悪表」を仕立て、それに従えば「救われる」で

は浅すぎる。教会の律法をいくら守っても、人間は貪欲で悪意があり、傲慢で妬む(7:21~22)のだから。 

 そんな罪ある人間のために「神は、独り子を世にお遣わしになった。その方によって、わたしたち

が生きるようになるために(Ⅰﾖﾊﾈ 4:9)」。独り子イエスは、人間の貪欲や悪意を清めるために十字架で

命を献げた(4:10)。すなわち貫徹された神の愛(4:9~10)によって、私たちの「すべてが良し」とされる。 

夕べがあり朝があった 強い陽ざかりがあり漆黒の夜があった 「すべて良し」はそのようにある 

夕べと朝は陰影が絶妙に変化していく キリストの愛は人間のそうした陰影も勘定しているリアル 

本日の礼拝も、沈黙したまま心の声で讃美してください。本日午後からﾄｰﾝﾁｬｲﾑの練習。2/19(土)1:30

～3:30 ﾒﾃﾞｨｶﾙ･ｶﾌｪ。牧師の動き:2/17午前 YMCAで聖書のおはなし、午後は山梨ｷﾘｽﾄ者 9条の会。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


